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人口・世帯数 

人 ロ／63 ,100人（-28) 

男 ／29 ,588人（-14) 

女 ／33 ,512人（一 14) 

世帯数／24,499世帯（+ 12) 
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今年で10年目の節目を迎える「五所川原立侵武多」が 

8月 4日に開幕。大型立侵武多は一昨年の「炎」、昨年 
め ぶ 	うらさ‘ 

の「紳」、そして今年の新作「芽吹き心荒ぶる」の3台 

をはじめ、中・小型の立侵武多

などが練り歩き、沿道の観客は 

~ 立侵武多の威容に驚いて歓声を

あげ、拍手をしていました。 

人出は 8月 3日の花火大会が 

5万人、 4日から 8日までの立

倭武多運行では139万人（主催者

発表）を記録しました。 

で最後の出陣となった「炎」 

8
月

3
日
に
は
色
鮮
や
か
な
花
火
 

ら昏夢春心」賢迦早 
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立
傍
武
多
運
衝
 

十
周
年
を
詞念
し
 

切
手
ンl
ト
を
発
売
 

立
侵
武
多
の
館
で
は
、立
侵
武
多
の

運
行
十
周
年
を
記
念
し
て
七
月
二
十
六

日
か
ら
、過
去
十
台
の
立
侯
武
多
の
原
 

画
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
切
手
を
千
シ
ー
ト

限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
 

同
館
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
レ
ア
な

一
品
で
、八
十
円
切
手
十
枚
が
ー
シー

 

ト
と
な
り
、
十
台
の
立
侯
武
多
の
解
説

書
と
絵
は
がき
二
枚
が
つ
い
て税
込
千

五
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

立融多の館 TEL'38-3232 

山頂登山道 

①正面参道 延長488 m、高低差133m0 
狭く急峻で、足下も悪く登りやすい登

山道ではない。 

②新設登山道（日本海コース）延長440m. 
高低差84m。柏林の中から日本海をの

ぞき込む。 

③新設登山道（中山コース）延長549m、 

高低差84m。中山山脈やハ甲田山を遠望。 

緊急の場合等に車両が登れる設計。 

も
や
や
ま
 

黒
衝
」頗
卿
也
鋤
m（
謡II」
］園
週

日
本
海ョ
叩ス
・中
山
コ
ー
ス
 

八
月
一
日
、市
浦
地
区脇
元
の
餓
山

（
も
や
やま
）
の
東
麓

に
、
山
頂
へ
の
新
た
な登
山
道
が
開
通
し
ま
し
た
。
新
設
さ
れ

た
日
本
海
コ
ー
ス
と
中
山コ
ー
ス
は
、山
頂
の
標
柱
な
どと
と
 

も
に
株
式
会
社
高
橋

林
業
土
木
（高
橋
哲

弘
代
表
取
締
役
）
が

今
年
、
私
費
で
整
備

し
た
も
の
で
す
。
》」
 

れ
ま
で
の
正
面
参
道と
比
べ
る
と
勾
配
が

緩
や
か
で
道
幅
も
広
く
、
登
り
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
 

P
1
2（最
終
ペ
ー
ジ
）
に
山
頂
か
ら
の

景
色
を
写
真
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

霧 山（もややま

標高 152.4m 

脇元岩木山神社（勧請年月日不詳） 

三角形の形をした自然の山。その美し

い姿から、中世に栄えた安藤氏による人

造の山という説もある。 

地元に残る岩木山との伝説 

姉妹説…編山は姉、岩木山は妹が

それぞれ山の神になったという。 

安寿逗子王説…離ればなれになり、 

姉の安寿が岩木山へ、弟の逗子王

が需山におさまったという。 

高さ競争説・・・かつて爾山と岩木山は

高くなる競争をしたという。餌山

では旧暦8月1日にお山参詣が行

われています。 

、
 

安
黛
畑
輯
雨願
副
しま
す
I
 

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

七
月
二
十
一
日
から
三
十
一
日
ま
で

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ

る
中
、
二
十
六
日
、金
木
保
育
所
の
園

児
三
十
四
人が
、
金
木
町
川
倉
の
国
道
 

3
m
9号
線
沿
い
で
道
行く
ド
ラ
イ
バ
 

ー
に
団
扇
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、安
全
運

転
を
呼
びか
け
ま
し
た
。
 

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
通
り
か

か
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
か
わ
い
い
手

か
ら
団
扇
を
手
渡
さ
れ
「安
全
運
転
お

願
い
し
ま
す
」
と
呼
びか
け
ら
れ
る
と
、
 

思
わ
ず
に
っ
こ
り
。
 「あ
り
が
と
う
。
 

ご
く
ろ
う
さ
ま
」
と
答
えて
い
ま
し
た
。
 五所川原市役所 容35- 2111 平成 19年 8月 15日 4 



臣
凹
ア
 
砂／
ロ
競
同羅
奪
踊熟
瞬
 

西
北
中
央
病
院
 

師
が
入
口
で
緊
急
度
を
診
断
、
四
段

階
に
色
分
け
し
た
タ
ッ
ク
を
つ
け
、
 

救
急
治
療
室
や
軽
傷
者
対
応
ブ
ー
ス

へ
の
搬
送
な
ど
真
剣
な
表
情
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
〕
 

祭
り
際
の
事
故
を
想
定
し
た
も
の

は
今
回
で
三
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
 

は
か
ら
ず
も
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の

記
憶
が
新
し
い
中
、
訓
練
に
参
加
し

た
あ
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
 「
実
際
の
災

害
現
場
で
は
今
回
の
よ
う
に
人
員
や

物
資
が
確
保
で
き
る
か
分
ら
な
い
。
 

で
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

繰
返
し
訓
練
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

夏
休
み
子
紀
）も
の
集
い

金
魚
ね
ぶ
た
づ
く
り
 

七
月
二
十
五
日
、
西
北
中
央
病
院

に
お
い
て
災
害
時
の
救
急
対
応
に
備

え
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

立
侯
武
多
の
運
行
後
、
観
客
の
列

に
乗
用
車
が
突
っ
込
ん
だ
と
い
う
想

定
で
、
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
な
ど
医

療
資
源
の
中
、
可
能
な
限
り
多
数
の

負
傷
者
の
治
療
を
行
う
た
め
に
、
ト

リ
ア
ー
ジ

（傷
病
の
緊
急
性
や
重
症

度
に
応
じ
て
治
療
の
優
先
順
位
を
選

別
す
る
）
と
、
患
者
の
処
置
に
つ
い

て
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
 

何
台
も
の
救
急
車
が
次
々
と
負
傷

者
を
運
ん
で
く
る
中
、
医
師
や
看
護
 

市
立
図
書
館
で
は
七
月
二
十
五
日
、
 

夏
休
み
子
ど
も
の
集
い
を
開
催
し
、
 

市
内
の
小
学
生
や
園
児
な
ど
約
八
十

人
の
児
童
が
折
り
紙
で
金
魚
ね
ぶ
た

づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

夏
休
み
で
日
焼
け
を
し
た
子
ど
も

達
は
、
元
気
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

折
り
紙
で
つ
く
る
金
魚
ね
ぶ
た
に
挑
戦
。
 

教
え
ら
れ
た
通
り
紙
を
折
る
と
、
息

を
吹
き
入
れ
て
胴
体
を
膨
ら
ま
せ
、
 

し
っ
ぽ
を
上
手
に
切
り
取
り
貼
り
つ

け
て
完
成
。
自
分
の
作
品
を
友
達
と

見
く
ら
べ
、
出
来
ば
え
を
自
慢
し
合

っ
て
い
ま
し
た
。
 

●
 

 

圏
圏
皆
こ
 
毎
 

ー
ど
ー
つ
も
あ
り
が
と
ー
つ
ござい
淳
し
た
、
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
カ
ラ
オ
ケ
みち
の
く
（
自
戸
操代
表
）
 

H
三
万
三
千
円

（N
o
o
7

チ
ャ

リ
テ
ィ
収
益
金
）
 

⑨
日
本
赤
十
字
社
へ
 

〇
あ
お
も
り
信
用
金
庫
昭
和
パ
ー
ル
会
 

（
斎藤
厚
支
店
長
、
木
村
隆
会
長
）
 

H
平
成
1
9年
新
潟
県
中
越
沖
地
震

義
援
金
三
万
六
千
円

（納
涼
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
）
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
日
赤
奉
仕
団
嘉
瀬
分
団

（
小
山
内
ヒ

サ
分
団
長
）
H
奉
仕

（
国道
3
3
 

9
号
線
沿
い
 「
観
光
シ
ン
ボル
塔
」
 

と
太
宰
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
 「
津軽
」
 

の
敷
地
を
草
刈
り
）
 

〇
西
北
五
街
商
組
合
（
渋
谷
囲
清
組
合

長
）
H
十
万
円
 

〇
西
北
五
地
区電
気
工
事
業
協
同
組
合

青
年
部
H
奉
仕

（
菊
ケ丘
運
動
公

園
の
水
銀
灯
を
清
掃
）
 

⑨
助
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
株
式
会
社
工
藤
由
建
設

（
工
藤
隆
行

会
長
）
、
有
限
会
社
ク
ロ
ー
バ
ー
商

事
、
有
限
会
社
こ
と
ぶ
き
造
園
、
工

由
会
（
坂
崎信
也
会
長
）
、長
橋
さ
な

ぶ
り
会
（
上岐
義
範
会
長
）
H
五
十
万

円
 

〇
株
式
会
社
ミ
ワ
電
工
（
島
谷昭
一
代

表
取
締
役
）
H
十
万
円
（
チ
ャリ
テ
ィ
 

ー
ゴ
ル
フ
・
ボウ
リ
ン
グ
大
会
益
金
）
 

⑨
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
へ
 

〇
有
限
会
社
城
栄
産
業

（
相
嘉繁
男
代

表
取
締
役
）
H
寄
贈
（
空
気
呼
吸

器
一
式）
 

祭りのために役立ててください 

5 平成 19年 8 月 15日 五所川原市役所 公35- 2111 



I真市諺欠世代育成皮援行動計画の 

基本理念 

「市に生まれ育つ全ての子どもたちとその家族の幸せのためにこころ豊かに安心して暮らせるまちづくり」 

0施策の目標（7讐目標） 

次代の社会を担う子どもたちの育成、支援を目的とした、子どもたちが健やかに生まれ、かつ育成される環境
の整備、充実を図るために作成した計画で、この計画に基づき各種施策を実施しています。 

〇計画の概要 

1．地域における子育ての支援 

‘地域における子育て支援サービスの充実 

・保育サービスの充実 

A一 	・子育て支援のネットワークづくり 

， ・児童の健全育成 

・世代間交流の促進 

2．母親及び乳幼児等の健康の増進 

・子どもや母親の健康の確保 

・食育の推進 

・思春期保健対策の充実 

・小児医療の充実 

3．子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境 

の整備 

・次代の親の育成 

・子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環

境等の整備 

・家庭や地域の教育力の向上 

・子どもを取り巻く有害環境対策の推進 

4．子育てを支援する生活環境の整備 

・良質な住宅の確保 

~ 	・良好な居住環境の確保 

ー 	・安全な道路交通環境の整備 

・安心して外出できる環境の整備 

・安心・安全まちづくりの推進 

5．職業生活と家庭生活との両立の推進 

・多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の

見直し等 

・仕事と子育ての両立の推進 

6．子ども等の安全の確保 

・子どもの交通安全を確保するための活動の推進 

・子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推

進 

・被害に遭った子どもの心のケア体制の充実 

7，要保護児童へのきめ細やかな対応 

・児童虐待防止対策の充実 

・母子家庭等の自立支援の推進 

・障害児施策の充実 

0数値目標 （人口推計や二ーズ調査結果等を踏まえて、次のように目標を設定しています。） 

事 	業 	名 指 	標 18年度実施 21年度目標 

通 常 保 育 事 業 定 	員 	数 1,580人 1,540人 

延 長 保 育 事 業 設置箇所数 5 か所 10か所 

休 	日 	保 育 事 業 設 置 箇所 数 未実施 3 か所 

放課後健全育成事業 設置箇所数 13か所 16か所 

ー 時 保 育 事 業 設置箇所数 未実施 3 か所 

フアミリーサポートセンター事業 設置箇所数 1か所 1か所 

地域子育て支援センター事業 設置箇所数 2 か所 5 か所 

※上記事業については、保育所が自主的に実施している事業もあります。 

また、合併に伴い、18年度において旧3市町村の計画を市子どもの幸せ推進会議で一元化する 

ための協議を重ね、 計画を一部見直しました。 

お問い合わせ 家庭福祉課 児童家庭係 内線2247 

五所川原市役所 合35一 2111 平成 19年8月 15日 6 



交
通
事
故
で
困
っ
た
時
は

・
・・
 

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

防
除
と
駆
除
に

つ
い
て
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
2
3
2
 

市（県）民税2期 
国民健康保険税第2期の 
納期限です。 
忘れずに納めましよう。 

収納課 内線2431 ---2439 

忘れずに納めましよう。 

介護福祉課 内線2273・ 2276 
、 	  ソ 

介護保険料第2期の
納期限です。 

月
 

回
 

J 

“消さないで あなたの心の 注意の火” 

五所川原市 7月の火災、救急、救助出動件数里位 

問合せノ五所」1 原地区消防事務組合消防本部 合35一2019（内線 25) 

区 分 
火 救 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成19年 5 24 158 1,067 2 17 
平成18年 6 25 173 1,205 4 27 
比 	較 △ 1 △ 1 t15 138 △ 2 △⑩ 

火災・救二急ltI動概況 

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

損
害
保
険
一
般
の相
談
も
受
付
し
ま
す
。
 ●

相
談
日
時
、
月
5
金
曜
日
（
祝祭
日

除
く
）9
時
5
1
2時
、
1
3時

5
1
7時

＊
弁
護
士
鉦
科
相
談
も
あ
り
ま
す
。
 

今
年
も
9
月
頃
に
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
（
毛
虫
）
が
大
発
生
し
幼
虫
に
よ

る
食
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
土
地

所
有
者
（
ま
た
は
土
地
管
理
者
）
は
、
 

庭
木
や
防
風
林
等
を
見
回
り
、
防
除
及

び
早
期
駆
除
に
ご協
力
く
だ
さ
い
。
 

※
公
共
用
地
以
外
は
、そ
の
土
地
の
所

有
者
（
ま
た
は土
地
管
理
者
）
が
駆

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

※
土
地所
有
者
（ま
た
は
土
地
管
理
者
）
 

が
駆
除
困
難
の
場
合
、有
料
で
す
が
、
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。
料
金
な
ど
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せく
だ
さ
い
。
 

（
社）
五
所川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ

ー
 
m
(3
4)
8
8
4
4
 

ご
存
じ
で
す
か
？
 

労
働
相
談
と
個
別
労
使

紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度
 

商
工
観
光
課
 
内
線
2
3
8
4
 

解
雇
を
突
然
旨
い
渡
さ
れ
た
、
1
1金

の
額
等
労
働
条
件
を
一
方
的に
変
更
さ

れ
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
 

こ
の
よ
う
な
個
々
の
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
に
生
じ
た
紛
争
で
、
当
事
者

間
で
の
解
決
が
困
難
な
場
合
に
、
労
働

相
談
員
が
て
い
ね
い
に
相
談
に
応
じ
る
 

「
労働
相
談
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

さ
ら
に
、
労
働
者
ま
た
は
事
業
主
か

ら
の
申
請
に
よ
り
、
県
労
働
委
員
会
の
 

「
あ
っせ
ん
員
」
が
当
事
者
か
ら
お
話

を
聞
き
、
意
見
の
調
整
や
助
言
を
行
う

な
ど
し
て
迅
速
な
解
決
の
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

な
お
、
相
談
及
び
あ
っ
せ
ん
は
無
料

で
か
つ
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

●

労
働
相
談
 

青
森
県
労
政
・
能力
開
発
課

（
県庁
 

南
棟
4
階
）
 

m
ol
7(
7
7
3
)
17
77
 

●

個
別
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん

青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局

審
査
調
整
課
 

m
o
l
7
(
7
34
)
9
8
mN
 
 

5
公
的
制
度
で
設
備
投
資
を
応
援
5
 

設
備
貸
与
制
度
（
割
賦
・

リ
ー
ス
）
の
ご

案
内
 

側

2
1あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援
セ
ン
 

タ
ー
 
皿o
l
7
(7
7
5
)3
2
3
4
 

ht
tp】
ミw重

・2la
o
m
o
r
i

・g
・
」
尺
 

中
小
企
業
の
公
的
な
支
援
機
関
と
し

て
、
県
内
中
小
企
業
者
の
皆
様
の
設
備

投
資
を
応
援
す
る
た
め
、
低
利
率
か
つ

固
定
金
利
で
設
備
貸
与
制
度

（割
賦
・

リ
ー
ス
）
を
実
施
して
い
ま
す
。
 

対
象
は
、
機
械
、
装
置
、
車
両
等
（
土

地

・
建物
は
対
象
外
）
。
予
算
が
な
く

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
設
備

の
導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
お
早

め
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。
 

◇
利
率
 

割
賦
損
料
・
・
年
率1

・
 
 
9
％
ま
た
は

2
・
3
%
 

リ
ー
ス
料

…
月
額
1
・
 
 
3
6
2
%
5
 

2
・
9
8
2
%
 

◇
限
度
額
 
6
o
o
o
万
円
ま
で
 

公
共
職
業
訓
練
募

集
 

c
A
D
福
祉
住
環
境
科
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

皿
（3
4)3
1
7
1
 

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
に
住
み
や
す

い
住
環
境
を
提
案
で
き
る
よ
う
、
医
療
・

福
祉
・
建築
に
つ
い
て
体
系
的
で
幅
広
 
 い

知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
C
 

A
D
の
利
用
技
術
を
と
お
し
て
適
切
な

住
宅
改
修
プ
ラ
ン
が
作
成
で
き
る
知
識

・

技
能
を
習
得
し
ま
す
。
 

●

訓
練
期
間
 
1
0月
2
日
因

5
1
2月
 

2
8日
岡
 
9
時

5
1
6時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
対
象
 
現
在
離
職
し
て
い
て
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
の
方

（定
員
2
0名
）
 

◇
受
講
料
 
無
料

（た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
1
5
0
o
o
円
程
度
）
 

◇
申
込
期
間
 
8
月
7
日
因
1
9
月
 

1
2目
水
 

◇
面
接
日
 
9
月
1
9日
困
 

◇
主
催
 
独
立
行
政
法
人
 
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
青
森
セ
ン
タ

ー
 

ヤ
ッ
ホ
ー
ふ
れ
あ
い
教
室
 

「
虫
の
世
界
を
 

の
ぞ
い
て
み
よ
う
」
 

青
森
県
立
賛珠
少
年
自
然
の
家
 

m
(2
9)3
3
0
3
 

●

9
月
2
日
但
 
発
珠
少
年
自
然
の
家

◇
内
容
 
昆
虫
の
お
話
、
観
察
、
採
集

◇
対
象
 
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

◇
参
加
費
 
1
5
o
円

（傷
害
保
険
）
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
7日
囲
ま
た
は
 

定
員
1
0
0人
に
な
り
次
第
締
切
 

※
日
程
の
詳
細
、
持
ち
も
の
、
申
込
方

法
等
は
事
務
局
ま
で
。
ホ

ー
ム
ぺ

ー
 

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
 

ht
tpミ
w
ww
p
re
fa
o『o
r
l
諭

」
や
言
つ
」
」
、
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ロ 

ン
 

N
PO
法
人
M
EG
o
 m
(3
4)2
4
4
2
 

栄
幸

園
盆
踊
り
大
会
 

栄
幸
園
 
皿
（
2
8)2
2
8
8
 

あ
し
の
園
ま
つ
り
 

盆
踊
り
大
会
 

あ
し
の
園
 
皿
（
5
3)2
2
1
5
 

●

M
E
G
O祭
り
（
入
場
無
料）
 

9
月
1
日
団
 
1
0、
1
5時 

M
E
G
o
（
三ッ
谷
バ
ス
停
と
な
り
）
 

●

講
演
会
＆
絵
の
展
示
販
売
（
は
ら
み

ち
を
氏
）
9
月
2
日
⑩
 
1
0、
1
5時

五
所
川
原
商
工
会
館
 

◇
入
場
料
 
1
0
0
0円
 

.
8
月
1
9日⑩
 
1
4時ー
 

（
盆踊
り
は
1
9時と
 

あ
し
の
園
駐
車
場
・
デ
イ
ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 
盆
踊
り
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
 

ビ
ン
ゴ

（景
品
多
数
）
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
、お

で
ん
、
焼
き
鳥
、
そ
ば
等
）
、
介
護

相
談
、
施
設
見
学
、
足
湯
体
験
な
ど

※
盆
踊
り
参
加
者
に
景
品
あ
り
。
 

楽
し
く
体
験
！
 
た
め
に
な
る
目

第

9
回
安
全
運
転
競

技
大
会
 

五
所
川
原
地
区
交
通
安
全
女
性
 

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
 

皿
（3
3)1
6
8
8
 事
務
局
・和
田
 

8
 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 19年 8 月 15日 

多
数
の
景
品
を
用
意
し
て
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
模
擬

店
も
あ
り
楽
し
い
で
す
よ
ー
 

●

8
月
器
日
困
 
1
8時
幻
分

、
m
時
幻

分
（
雨
天
時
は
翌
日
、
以
降
中
止
）
 

※
団
体
で
の
参
加
は
5
人
以
上
で
す
。
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

皿
（
3
4)2
7
2
1
 

く
る
み
園
“踊
っ
て
交
流
会

‘
 

祭
り
ち
ょ
う
ち
ん
の
下
で
大
き
な
輪

に
な
っ
て
踊
っ
た
り
、
そ
ば
の
屋
台
な
 ×
 

ど
を
巡
っ
た
り
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

様
と
一
緒
に
楽
し
む
交
流
会
で
す
。
入

居
者
は
皆
さ
ん
と
過
ご
す
時
間
や
愉
快

な
仮
装
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
器
日
困
 1
6時5
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

嗣
屍
サ
 

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
運
転

に
自
信
が
あ
り
ま
す
か
？
あ
る
方
も
な

い
方
も
初
心
に
返
っ
て
コ
ー
ス
で
安
心

体
験
・
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
ー
ー
 

●

8
月
2
6日
回
 
9
時
3
0分

5
1
2時

五
所
川
原
中
央
自
動
車
学
校
 

◇
参
加
資
格
 
普
通
運
転
免
許
証
を
お

持
ち
の
女性
（
運
転
経
験
年
齢
不
間
）
 

◇
参
加
費
 
無
料

（賞
品
あ
り
）
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
2日困
 

『日
本
の
青
空
』
上
映
会
 

5
日
本
国
憲
法
誕
生
ー
 

西
北
五

9
条
の
会
 

事
務
局
 
皿
（3
5)7
86
0
 金
田
 

戦
後
、
憲
法
学
者
・
鈴杢
女
蔵
と
「
憲

法
研
究
会
」
が
草
案
を
作
成
。
そ
の
草

案
が
果
た
し
た
役
割
と
は
。
 

●

9
月
8
日
田
 
①
1
4時

、
 

②
1
8時
釦
分

5
 
オ
ル
テ
ン
シ
ア

◇
入
場
券
 
大
人
1
0
oo
円
（
当
日
 

1
5
0
0円
）
、
小
中
高
生
5
0
0
 

円

（
当
日8
o
o円
）
 

※
鶴
常
書
店
、
ェ
ル
ム
の
街
s
c、
イ

オ
ン
柏
s
c
で
も
入
場
券
を
販
売
 

予
防
医
療
講
習
参
加
者
募
集
 

講
習
会
事
務
局
（
青
い森
整
骨
院
内
）
 

皿
（2
3)o
o
7
6
 

肩
こ
り
・
腰
痛
を
予
防
す
る
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
の
講
習
会
を
開
催
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
 
1
0、
1
1時

計
1
0回予
定
 
（
参
加
無
料
）
 

中
央
公
民
館
 
3
階
 
第
1
研
修
室

※
動
き
や
す
い
服
装
。
タ
オ
ル
持
参
。
 

『命
の
大

切
さ
』
を
 

知
り
人
権
を
学
ぼ
う
 

五
所川
原
市
人
権教
育
・学
習
推
進協
議
会
 

事
務
局
（
N
Pロ
法人
子
ども
ネ
ッ
トワ
ー
 

ク
・す
て
っぷ
内
）
皿
（
3
4)2
1
7
0
 

第
1
回
 
白
神
山
地
で
生
命
の

鼓
動
を
聞
こ
う
 

●

8
月
四
日
困
 
8
時

、
1
6時釦
分

ミ
ニ
白
神
周
辺
（中
央
公
民
館
集
合）
 

◇
対
象
 
大
人
万
名
 

◇
参
加
費
 
1
0
0
0円
（
入
山
料
、
 

昼
食
代
、
保
険
料
な
ど
）
 

第
2
回
 
自
然
界
か
ら人
権
を
学
ぼう
 

ー
間
伐
材
を
使
っ
た
積
み
木
の
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ー
 

●

9
月
7
日
岡
 
9
時
釦
分

、
1
2時

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
 

◇
対
象
 
大
人
巧
名
 

※
で
き
る
だ
け
両
方
参
加
く
だ
さ
い
。
 
 

外
国
人
の
た
め
の
日
本

語
教
室
 

日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

事
務
局
 
m
・
献
（3
4)
2
9
2
0
 

古
川
 

外
国
人
の
日
本
語
の
勉
強
にお
手
伝

い
い
た
だ
け
る
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
「
 

●

9
月
3
日
囲
5
1
1月
お
日
囲
の
間
に
 

1
0回 
伯蒔

5
2
1時 
中
央
公
民
館

※
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
9
月
3
日
囲
 

1
9時に
直
接
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

×
 

ご
存
じ
で
す
か
？
 

児
童
扶
養
手
当
制
度
 

家
庭
福
祉
課
 
内
線
 
2
2
4
9
 

何
ら
か
の
事
由
に
よ
り
、父
と
り
討

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
場
合
ま
た
は
父
が
心
身
に
障
害
 
 の

あ
る
場
合
に
、
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
母
（
ま
た
は
養
育
者
）
に
対
し

て
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 （
所
得制

限
が
あ
り
ま
す
）
 

な
お
、
児
童
が
1
8歳に
達
し
た
年
度

末
ま
で

（
児童
が
政
令
で
定
め
る
障
害

を
有
す
る
と
き
はm
歳
に
達
す
る
ま
で
）
 

が
手
当
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
た

り
、
母
（
ま
た
は
養
育
者
）
も
し
く
は

児
童
が
国
民
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を

除
く
）
、
厚
生
年
金
、
恩
給
な
ど
の
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
、
又
は
児

童
が
年
金
の
加
算
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

●

申
請
手
続
き
 
戸
籍
謄
本
、
住
民
票

謄
本
、
所
得
課
税
証
明
書
、
申
請
者

の
通
帳
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

●

手
当
額
 

・

第
1
子
 

全
部
支
給
…
月
額
4
1
7
2
0円

一
部
支給

…
所
得
額
に
応
じ
て
月
額
 

9
8
5
0、
4
1
7
l
o円
（
1
0円

き
ざ
み
）
 

・

第
2
子
加
算
 
月
額
5
0
0
0円

（
全

部
支
給
、
一
部
支
給
共
通
）
 

・

第
3
子
以
降
加
算
 
1
人
に
つ
き
月

額
3
0
0
0円
（
全
部
支
給
、
一
部

支
給
共
通
）
 

※
申
請
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

.
 



一ーー 

腿⑤鵬期針讃闘igJ園合 ,
 二今年は「青い森YOSAKO l の集い」と「十三湖高原まつり」が

同時開催されます。 

一緒に感動！ ー緒に元気~ 

第8回十三湖高原まつり 第5回青い森YOSAKOIの集い 

十三湖の特産「しじみ」にちなんだイベントがいっばい。 
クイズや抽選会など、ご家族でー日楽しめます。 

◆8月26日（日） 10時～16時 

県内のよさこいチームが「道の駅十
三湖高原」に集結し、華麗な衣装とと

もに激しく乱舞します。 

◆8月26日（日） 

① 11時～12時 ②13時30分～15時
道の駅十三湖高原駐車場 

9 平成 19年 8 月 15日 五所川原市役所 合35- 2111 

《地元物産等の販売》 

野菜・漬け物・花 

もや焼き・木工品 

しじat貝としじat汁 

おごん・焼きそば 

市浦牛入りコロッケ谷ど 

《イベント》 

しじat重量当てクイズ

しじat数当乙クイズ

しじatつガat取り（有料） 

お楽しat抽選会（2回） 

YOSAKOI（左参照） 谷ど 

・ド 

十三湖高原まつり実行委員会 当日は駐車場など大変混み合
株トーサム 皿62-3556 いますのでご注意願います 

YOSAKOIの集い実行委員会 
1E1080-1 834-8354 村元 

初
心
者
の
た
め
の
茶
道
教
室
 

受
 
講
 
生
 
募
 

集
 

働
く
婦
人
の
家
 
皿
（3
5)
8
89
8
 

裏
千
家
茶
道
、
江
渡
先
生
の
指
導
に

よ
る
茶
道
の
基
本
を
実技
で
学
習
し
ま

す
。
 

●

9
月
7
日
・
2
1日
、
1
0月
1
2日
・
2
6
 

日
、
1
1月
9
日
 
（
全
て
金
曜
日
）
 

1
3時
3
0分

5
1
5時
3
0分
 

働
く
婦
人
の
家

3
階
第

二
講
習
室

◇
講
師
 
江
渡宗
成
先
生
（
裏
千
家
）
 

◇
募
集
人
員
 
1
0名
 

◇
材
料
費
 
1
回
4
o
o円
弱
 

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
 

留
者
・
引
揚
者
の
皆
さ

ま
へ
 

独
立
法
人
平
和
記
念
事
業
特別
基
金
 

皿
0
1
2
0
(2
3
4
)9
3
3
 

h
t
tp
】
ミ
w
w
w・h
e
iw
a・
叫o
・
」ロ
 

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
講
習
会
 

（無
料
）

受
講

者
募

集
 

五
所
川
原
市
雇
用
創
出
協
議
会

皿
（3
8)4
5
91
 献
（3
8)4
5
9
2
 

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、
基
本
 

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
名
・
戦
後
強
制
 
的

な
操
作
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま

抑
留
者
・
引
揚
者
の
 
「
ご
本
人
」
に
、
 
す
。
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
る
方
、
 

あ
ら
た
め
て
内
閣
総
理
大
臣名
の
「
特
 
パ
ソ

コ
ン
の
基
礎
を
も
う
一
度
勉
強
し

別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
（
過
 
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

去
に
内
閣
総
理大
臣
名
の
書
状
等
を
受
 

●
9
月
5
日
困
、
6
日
困
、
7
日
岡
の

け
た
方
も
対
象
）
。
 

3
日
間
 
1
0時、
1
5時
 

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
せ
は
市
 
五

所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

民
課
の
窓
口
ま
で
、
資
格
要
件
な
ど
の
 
◇
講
習
内
容
 

お
問
い
合
せ
は平
和
記
念
事
業
特
別
基
 

1
日
目
 
①
パ
ソ
コ
ンの
起
動
と
終
了

金
ま
で
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

②
マ
ウ
ス
の
操
作
 
③画
面
の
説
明
 

●

無
料
相
談
電
話
 
月
、
金
曜
日
 

④
ウ
ィ
ン
ド
ウ
操
作
 
⑤
ァ
プ
リ
ケ
 

9
喝
1
5分ー
1
7時
1
5分
 

ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
／
W
o
rd
 

2
日
目
 
⑥
ァ
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
／
W
o
r
d
で
入
力
文
字
列
の
編

集

（
文字
サ
イ
ズ
変
更
、
下
線
な
ど
）
、
 

印
刷
、
E
x
c
e
lの
概
要
 

3
日
目
 
⑦
ィ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
‘
ホ

ー
 

ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
 ⑧
電
子
メ
ー
ル
 

（
送受
信
）
 
⑨
ィ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

電
子
メ
ー
ル
使
用
に
お
け
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
と
マ
ナ

ー
 

講
師

…
N
P
o
法
人
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

五
所
川
原
代
表
理
事
・
蝦名
郁
子
氏

※
定
員
2
0名
 
受
講
料
・
教
材
費無
料

◇
申
込
締
切
 

8
月
3
1日岡
 

※
次
回
開
催
は
1
0月
初
旬
を
予
定
。
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旨氾砲月Iアからのお知らせ 

東京都交響楽団演奏会 

『ずぎやまこうい Jがや t I ね

ル3日（土）戦男男聾翫30 
◇全席指定 S席 3,000円 A席 1 , 500円

主な演奏曲目 

◆―部 

・亜麻色の髪の乙女、イエスタデーなど 

・すぎやまこういち・ビートルズナンバーより
◆二部 

・交響組曲「ドラゴンクエスト皿」 

そして伝説ヘ・・・

◇前売り開始 

9月4日（火） 

お問合わせ ふるさと交流圏民センター 

（オルテンシア）TEL33-21 11 

懇無鱗梨ョノ 
“ーーソ”リソー昭＝ー帯γ～ーー’一ー一一ー 

◇日 時】9 月 1日田 開演18時 

◇会 場】津軽三味線会館 屋外ステージ 

（雨天時は金木公民館） 	ノ~ 

三弦パトル200ワ 
「ハジケIt)個性！ 魂の叫び旧 
〈出 演〉 

◆仁太坊賞 柴田雅人（宮城県） 

◆団体の部優勝 柴田三兄妹（宮城県） 

～雅人・佑梨・愛～ 

◆黒川桃太郎賞 小山内薫（弘前市） 

◆入 賞 永村幸治（石川県） 

そのほか 津軽三味線ユニット 「疾風」 

民謡津軽漫芸・黒石八郎 

◇お間い合せ 協）金木あすなろ商店会 TEL52-2878 
金木商工会 	TEL52-261 1 
津軽三味線会館 TEL54- 16 16 
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あ鯵狗も 
1翻て酵ませ真か 

健 康 推 進 課 B35-2111（内線2223・2224・2225) 
保健センター市浦 容27- 7733 

（ みんなの健康相談室 ） 
生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する

こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。 
健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。 

地区 開催場所 開催日 開催時間 

五
所
川
一
 

水野尾コミュニテ君肖防センター 8月 28日因 13:00~ 14:30 

稲実集会所 8月 29日困 10:30 - 	12:00 
原
  桜田集会所 8月 31日岡 10:30 - 	12:00 

金
木
 

金木東部地区コミュニテイセンター 8月 27日囲 10:00 - 	11:00 

市
 
浦
 

磯松公民館 8月 31日岡 10:00 - 	11:00 

生きがいセンター 8月 31日岡 13:30 - 	14:30 

◆内 容…小児科診察、歯科診察（1歳 6か月・ 3 
歳児）、尿・耳・目の検査（ 3歳児）、身
体計測、発達相談、離乳食のお話（4か
月児）等 

◆受付時間・・12 : 00 - 12 : 30 
◆持参するもの・・母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

4 か月児 
健診 

口H
  

4
N
  

生き活きセンタ― 
平成 19年 4 月生まれ
全地区 

l歳 6か月児
健診 

9月 26日 
(*) 

生き活きセンター 1
8
区
 
年
 

3
 
月
 
生
 

ュ
よ
 

れ
 

平
全
 
成
地
 

 

3歳児 
健診 

a
J
 

2
0
 

口
］
  

月
ー
  

生き活きセンター 1
6
 

年
 

3
 
月
 
生
 

＋
よ
 

れ
 

平
全
 
成
地
 

 

〈お願い〉健診に来られない場合、すでに健診を受診した場
合等は、健康推進課にご連絡ください。 3歳児健診につい

ては個別に事前通知します。 

（ エンゼル相談（母子相談） ) 

お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽
しさや悩みを話してみませんか。各地区の開催日は、 
いずれの会場のご利用も可能ですので、お気軽におい

でください。 
◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル 

日 	 時 実施場所 内 	容 

9月 5 日りく」・ 19 日れ 
10 : 00 - 	12 : 00 
13 】 00 - 	15 】 00 

* 19日午後は予約が必要
※子育てサロン同時開催 

生き活きセンター 
・各月齢での成長（身
体計測）、発達の確
認、育児、遊び、栄
養（離乳食）の相談 

・子育て等に関する勉
強会、情報交換 

9月 13 9米 
10 : 00 - 12 : 00 

※子育てサロン同時開催 

保健センター 
金木 

9月 12 日水 
10 】 00 - 	12 : 00 

保健センター 
市浦 

11 平成 19年 8月 15日 五所川原市役所 容351 2111 

五所川原市食生活改善推進員会  

~～親子で作る料理～  

I~．~~、I」一 , 4-~ ~~~ ~~ ．, 

午、人分 223kca l 	塩分 1 .3g 

■材料（6人分） 
ご飯 	600 g 塩昆布 	25 g 
焼き海苔 	3枚 スライスチーズ…6枚 

■作り方 
①塩昆布は細かく切る。スライスチーズは 1枚を 

半分に切る。焼き海苔は 1枚を4等分に切る。 
②あたたかいご飯に①の塩昆布を混ぜる。 
③ラップの上に海苔を置いて、海苔の真ん中にス 

ライスチーズを乗せる。12等分したご飯を乗せ 
て四角に広げ、くるりと巻いて両端をひねる。 

④同様に残り 11本作る。 
☆塩昆布の他に、おかかもオススメです！ 

※このメニューは、ラップを使ったお手軽な海苔
巻です。通常の巻き簾で作る方法に比べて、ずっ
と簡単に失敗無く作れます。お子さんへの食育と 
して、一緒に作ってみてはいかがでしょうか。 

	ノ 

ぐ こころの相談窓口 ） 
◆日 時 9月 11日因 13時～ 14時 
◆場 所 市役所北棟2階 相談室 
◆対 象 眠れない日が続いている、憂うつな気分 

が続くといった相談のある市民 
◆申込み 相談日前日までに電話予約 
※精神保健福祉手帳等、福祉サービスに関する相談は、 
家庭福祉課（内線 2245）で対応しています。 

（ 献血のこ案内（バス巡回）) 
期 日 時 間 場 	 所 

9月 8日（土） 10 :00 - 	15 :00 市役所おまっり広場 
（大和山チャリテイバザー） 

9月 14日（金） 
03  

〔
ノ
」
6
  

0
3
 
0
0
 

、
 
、
 

3
0
 
0
0
 

 

エルムの街ショッピングセ 
ンター専門店入ロの外 

（協賛東日本ライオンズクラブ） 

救慧医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

8月19日 ロ
］
  

瀬川内科クリ二ック 松島町 1 - 79 33-0202 

8月26日 口
U
  

江渡内科医院 旭町7 34 - 3000 

9月 2日 ［
ロ
 

中村整形外科医院 ーッ谷 508 - 12 34 一 0123 
※ 1．対応時間（電話で確認）9時から 17時まで 

2．その他、消防署（救急病院紹介容34-4999）でも紹介します。 
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8/1 
右に日本海、左に＋三湖、中央に＋三

湊遺跡、そしてその向こうに岩木山を
望む。 (P4に掲載） 

ぼ塗昼i‘ノ 

@  些 河震 8/4-6 	些 	
刀て  ） 

津軽の霊場として知られ、旧暦の6月22日から24日までの I 

例大祭では、お地蔵様に供物を捧げて先祖を供養します。 
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